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計算問題

正誤問題

（組み合わせ）

計 25問

（令和３年度） （令和２年度）

（1つ選ぶ）

（1つ選ぶ）

（組み合わせ）

異性体の数（組み合わせ）

実験内容の読み取り

（マーク形式）

４問

1４問

2 問

2 問

1 問

2 問

計 25問

６問

11 問

2 問

1 問

1 問

4 問

68.0 ％72.0 ％

化学に６０分とすると、 １問 2分24秒

（75点） （100点）



合格者の解法の紹介

正誤問題もなかなか難しい・・・

計算問題も少しは点を取りたい

実際は・・・

岩手医科以外の大学でも汎用性がある、医学部の入試の合格者が実際に解いた方法を紹介します！

（少し）



岩手医科2017



普通に解くと・・・

NaOH(固) aq＋ NaOH aq＝ ＋ Q₁ kJ

Q₁ 〔kJ/mol 〕 ＝
4.20 〔J/ g・K〕 × 240 〔 g 〕× 10 〔 K 〕

9

40
〔 mol 〕

＝ 44.8〔kJ/mol 〕

NaCl aqNaOH aq＋HCl aq H₂O (液)＋＝ ＋ Q₂ kJ

9

40
〔 mol 〕

8

40
〔 mol 〕

Q₂〔kJ/mol 〕 ＝
11.3 〔kJ〕

1

5
〔 mol 〕

＝ 56.5〔kJ/mol 〕

8

40
〔 mol 〕

1

5
〔 mol 〕＝



合格者の解法

NaCl aqNaOH aq＋HCl aq H₂O (液)＋＝ ＋ Q₂ kJ

NaOH(固) aq＋ NaOH aq＝ ＋ Q₁ kJ

NaCl aq＋ HCl aq H₂O (液)＋＝ ＋ Q kJNaOH(固)

医学部の入試問題では、熱の問題は文献値通り出題される場合が多い

過去問演習するときは、数値が文献値通りか確認すること！！

43～47

～ 56.5 ～

Q₁＋Q₂



東海2017



東海2017

H＋ aq ＋ OH－aq ＝ H₂O(液) ＋ 56.5 kJ



合格者の解法

NaCl aqNaOH aq＋HCl aq H₂O (液)＋＝ ＋ Q₂ kJ

NaOH(固) aq＋ NaOH aq＝ ＋ Q₁ kJ

NaCl aq＋ HCl aq H₂O (液)＋＝ ＋ Q kJNaOH(固)

医学部の入試問題では、熱の問題は文献値通り出題される場合が多い

過去問演習するときは、数値が文献値通りか確認すること！！

43～47

～ 56.5 ～

Q₁＋Q₂



東海2017



普通に解くと・・・

NH₄Cl aq＋ HCl aq ＝ ＋ Q kJNH₃ aq

反応熱 ＝ （生成物の生成熱の総和） （反応物の生成熱の総和）－ より

＝Q〔 kJ〕 （313.4－14.8) －（45.9＋34.2＋92.3＋74.9) ＝ 51.3〔 kJ〕

問４

問５

Cl－ aqHCl aq H₂O (液)＋＝ ＋ 56.5 kJ

NH₃ aq ＋ NH₄＋ aq＝ ＋ Q₁ kJ

NH₄Cl aq＋ HCl aq ＝ ＋ 51.3 kJ

H₂O (液) ＋ OH－aq

＋ OH－aq

NH₃ aq

Q₁ ＋ 56.5 ＝ 51.3 Q₁ ＝ － 5.2kJヘスの法則より



合格者の解法

Cl－ aqHCl aq H₂O (液)＋＝ ＋ Q₂ kJ

NH₃ aq ＋ NH₄＋ aq＝ ＋ Q₁ kJ

NH₄Cl aq＋ HCl aq ＝ ＋ Q kJ

56.5 

Q₁＋Q₂

H₂O (液) ＋ OH－aq

＋ OH－aq

NH₃ aq

少し吸熱

弱酸や弱塩基の中和反応では、弱酸や弱塩基が電離するために必要な熱量を
反応系から少し奪う

強酸と強塩基の中和反応の中和熱よりも少し小さな値になる

知識



順天堂2015

普通に解くと・・・ CO₂(気)＋ ２O₂(気) ＝ ＋ Q kJCH₄(気）

反応熱 ＝ （生成物の生成熱の総和） （反応物の生成熱の総和）－ より

＝Q〔 kJ〕 （394＋2×286) －（75.0) ＝ 891〔 kJ〕

＋ ２H₂O(液)



合格者の解法

CO₂(気)＋ ２O₂(気) ＝ ＋ 891 kJCH₄(気） ＋ ２H₂O(液)

3 CO₂(気)＋ 5 O₂(気) ＝ ＋ 2219 kJC₃H₈(気） ＋ 4 H₂O(液)

CO₂(気)＋ ２O₂(気) ＝ ＋ 1300 kJC₂H₂(気） ＋ ２H₂O(液)

6 CO₂(気)＋ 6 O₂(気) ＝ ＋ 2800 kJC₆H₁₂O₆(固） ＋ 6 H₂O(液)

医学部の入試問題では、熱の問題は文献値通り出題される場合が多い

過去問演習するときは、数値が文献値通りか確認すること！！

メタン

プロパン

アセチレン

グルコース



順天堂2015



H2O（気）

H₂（気）＋
1

2
O ₂（気）

2 H（気）＋ O（気）

( H－Hの結合エネルギー)

+( O＝O の結合エネルギー)の
1

2
mol分

H2Oのエネルギー図

H2O（液）

( O－Hの結合エネルギー)
の2mol分

H₂O( 気)の生成熱

H₂O( 液 )の生成熱
＝ H₂の燃焼熱

水の蒸発熱 44 kJ

926 kJ

286 kJ

436 kJ

242 kJ

496 kJ/mol( O＝O の結合エネルギー)



CO2のエネルギー図

C（黒鉛）＋ O ₂（気）

C（気）＋ 2  O（気）

黒鉛の昇華熱
+ ( O = O の結合エネルギー)

CO₂（気）

CO₂( 気 )の生成熱
＝ C ( 黒鉛 )の燃焼熱

CO（気）＋
1

2
O ₂（気）

394 kJ

496 kJ

1608 kJ

黒鉛の昇華熱 718〔kJ/mol 〕

黒鉛 60g 黒鉛 5mol分 718×５＝ 3590 kJ



H2O（気）

H₂（気）＋
1

2
O ₂（気）

2 H（気）＋ O（気）

( H－Hの結合エネルギー)

+( O＝O の結合エネルギー)の
1

2
mol分

H2Oのエネルギー図

H2O（液）

( O－Hの結合エネルギー)
の2mol分

H₂O( 気)の生成熱

H₂O( 液 )の生成熱
＝ H₂の燃焼熱

水の蒸発熱 44 kJ/mol

463 kJ/mol

286 kJ/mol

436 kJ/mol

242 kJ/mol

496 kJ/mol

合格者の解法 H₂OとCO₂とNH₃のエネルギー図と数値を覚えている



CO2のエネルギー図

C（黒鉛）＋ O ₂（気）

C（気）＋ 2  O（気）

黒鉛の昇華熱
+ ( O = O の結合エネルギー)

CO₂（気）

CO( 気)の生成熱
CO₂( 気 )の生成熱
＝ C ( 黒鉛 )の燃焼熱

CO（気）＋
1

2
O ₂（気）

CO( 気)の燃焼熱

718 kJ/mol

496 kJ/mol

394 kJ/mol
283 kJ/mol

111 kJ/mol



NH3のエネルギー図

NH₃（気）

1

2
N₂（気）＋

3

2
H₂（気）

N（気）＋ 3 H（気）

( N N の結合エネルギー)の
1

2
mol分

+( H－Hの結合エネルギー)の
3

2
mol分

( N－Hの結合エネルギー)
の3mol分

NH₃( 気)の生成熱

945 kJ/mol

436 kJ/mol

46 kJ/mol

391 kJ/mol



東京医科2013



獨協医科2015



燃料電池

負極

正極

e⁻ e⁻

e⁻ e⁻

O₂+4H⁺+4e⁻→ 2H₂O

H2 → 2 H⁺＋2 e⁻

〈リン酸型〉

H3PO4 aq

H2
O2

H2

O2

H2O

白金触媒をつけた多孔質のニッケル板

両極 ２H₂ ＋ O₂ → 2H₂O

・・・①

・・・②

①×２＋②

普通に解くと・・・



普通に解くと・・・

水素が１mol反応したとすると 286 kJの熱が発生する

H2 → 2 H⁺＋2 e⁻

電子は２mol 流れる

電気エネルギー〔 J 〕 ＝ 電気量〔C〕 × 起電力〔 V 〕より

電気量は 96500〔C/mol〕× 2〔mol〕 ＝ 1.93×10⁵〔C〕

電気エネルギー〔 J 〕 ＝ 1.93×10⁵〔C〕 × 1.0 〔 V 〕 ＝ 193〔 kJ 〕

エネルギー変換効率 =

286〔 kJ 〕

193〔 kJ 〕

×100 ≒ 67.5〔％〕



合格者の解法

起電力 エネルギー変換効率

0.8 V 54 %

電気エネルギー〔 J 〕 ＝ 電気量〔C〕 × 起電力〔 V 〕

1.0 V 67.5 %

水素の燃焼熱が 286kJ/mol ファラデー定数が96500C/mol ならば



順天堂2011



合格者の解法

起電力 エネルギー変換効率

0.8 V 54 %

電気エネルギー〔 J 〕 ＝ 電気量〔C〕 × 起電力〔 V 〕

1.48 V 100 %

水素の燃焼熱が 286kJ/mol ファラデー定数が96500C/mol ならば



埼玉医科2017後期



合格者の解法

起電力 エネルギー変換効率

0.8 V 54 %

電気エネルギー〔 J 〕 ＝ 電気量〔C〕 × 起電力〔 V 〕

1.48 V 100 %

1.23 V 83.0 %

水素の燃焼熱が 286kJ/mol ファラデー定数が96500C/mol ならば



東京医科2014



普通に解くと・・・

固体の密度 d〔g/cm³〕＝
a³〔cm³〕

𝑛

𝑁𝐴
×M 〔g〕

a：単位格子の１辺の長さ

NA：アボガドロ定数

n：単位格子中の粒子数

M：モル質量



合格者の解法

体心立方格子

常温・常圧で

Li Na  K

（アルカリ金属）

Fe

面心立方格子 Al  Cu Ag  Au （コイン）

六方最密構造 Mg       Zn       Co

0.53 0.97 0.86

2.7 10.5 19.3

灯油 約 0.8〔g/cm³〕

（マガジン）

昭和医学部2015で出題

8.96



杏林2015

8. 88 × 10 ²

油脂 ：
KOH

(NaOH)
＝ 1 : 3  ( mol 比 )

油脂の分子量をMとすると

25(𝑔)

𝑀(𝑔/𝑚𝑜𝑙)
： ＝ 1 : 3  0.50〔mol/L〕×

168.9
〔L〕

1000

M ＝ 888



杏林2015

2. 86×10 ¹ g

油脂１分子中にあるC＝Cの数をnとすると

油脂 ：
I2

(H2)
(Br2)

＝ 1 : n  ( mol 比 )

100〔𝑔〕
888〔𝑔/𝑚𝑜𝑙〕

： ＝ 1 : 1 𝑦 〔𝑔〕
254 〔𝑔/𝑚𝑜𝑙〕

25〔𝑔〕
888〔𝑔/𝑚𝑜𝑙〕

： ＝ 1 : n 630 〔𝑚𝐿〕
22400 〔𝑚𝐿/𝑚𝑜𝑙〕

n ＝ 1

y ＝ 28.6 〔g〕



合格者の解法

ステアリン酸３分子からなる油脂の分子量 890

888

－2
－2

ステアリン酸 2 分子
からなる油脂の分子量

オレイン酸 １ 分子

炭素間二重結合１つ含む

油脂１分子中にあるC＝Cの数をnとすると

油脂 ：
I2

(H2)
(Br2)

＝ 1 : n  ( mol 比 )

n ＝ 1

100〔𝑔〕
888〔𝑔/𝑚𝑜𝑙〕

： ＝ 1 : 1 𝑦 〔𝑔〕
254 〔𝑔/𝑚𝑜𝑙〕

y ＝ 28.6 〔g〕



杏林2015



合格者の解法

ステアリン酸３分子からなる油脂の分子量 890

888

－2
－2

ステアリン酸 2 分子
からなる油脂の分子量

オレイン酸 １ 分子

H C O C C₁₇H₃₅

H O

H C O C C₁₇H₃₃

O

O

H

H C O C C₁₇H₃₅

H C O C C₁₇H₃₅

H O

H C O C C₁₇H₃₃

O

O

H

H C O C C₁₇H₃₅

ここに数式を入力します。

＊

不斉炭素原子を持たない



東海2019



普通に解くと・・・

重要問題集の47  解説通り



合格者の解法

イオン結晶の限界半径比

CsCl 型

NaCl 型

ZnS 型

ｒ－
ｒ＋

＝ ３

ｒ－
ｒ＋

＝ ２

ｒ－
ｒ＋

＝
３

２

－１

－１

－１


